
覚醒剤事犯者・大麻事犯者の推移覚醒剤事犯者・大麻事犯者の推移

○ 覚醒剤事犯については、検挙者数はほぼ横ばいであるが、関係省庁の連携により押収量は大幅に増加
⇒ 多くの乱用者の存在が推測されるものであり、より一層対策を強化していくことが必要。

○ 大麻事犯の検挙人員は３年連続で増加し、乱用が拡大している。平成27年に５年ぶりに２千人を超え、
さらに平成28年の検挙者数は2,700人を超えた。

⇒ 特に若年層の検挙者が全体のほぼ半数を占め乱用が懸念されるため、若者向けの薬物乱用防止の啓発
に力を入れるとともに、大麻に対する徹底した取締りを強化する。
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